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ロシア軍の砲撃を受けたアパートから救い出された女性（3月15日、キエフ）　Thomas Peter-REUTERS

＜「約束と違う」とウクライナで雇われた米大使館職員が抗議。アメリカ人職員が退避
するなか、何の保障もなく取り残されたという＞

ウクライナの首都キエフの米大使館に勤務していたウクライナ人職員が、約束を反故に
されたと米国務省に救済を求めている。

ウクライナの米大使館は、ロシア軍の侵攻前に西部リビウに移転し、その後さらにアメ
リカ人職員の大半がウクライナ国外に退避したが、現地で雇われたウクライナ人職員と
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その家族は何の保障もなしに取り残されたというのだ。

キエフの米大使館で働いていたウクライナ人職員の団体が、米国務省の管理部門に宛て
た3月11日付の手紙は、「事前の約束を反故にした」無責任な態度に強く抗議した上、
給与の支払い、家族と避難する手段の確保、アメリカに長期滞在できる査証の発給を求
めている。

■カブール陥落やサイゴン陥落のときも......



フォーリンポリシーが入手したこの手紙は、ウクライナ人職員団体の指導部が出したも
ので、ウクライナにおけるアメリカの外交活動を助けてきた約600人のウクライナ人職
員の思いを代弁している。

「ヨーロッパの国に難民申請しろ」

それによれば、ワシントンの国務省スタッフは現地のウクライナ人職員と何回かオンラ
イン会議を行い、ロシアとの戦闘が激化し、大使館を閉鎖する事態になった場合、現金
での給与支払いなど、長期的にウクライナ人職員の生活を保障する手段を講じると約束
していた。

すべては無理でも「せめて最低限の援助をしようという誠意すら見られない」と、手紙
は訴える。

手紙によれば、国務省は事前にロシアの侵攻後もウクライナ人職員に給与を支払い続
け、キエフから避難することになった場合も、出張扱いにしてその間の給与を払うと約
束していた。

だが国務省には約束を果たす気が見られないとして、ウクライナ人職員は不安を募らせ
ている。

手紙はまた、国務省スタッフに査証について問い合わせたところ、アメリカではなく、
ヨーロッパの国々に難民申請をして支援を求めるよう指示されたと記している。

1  2   3    次のページ

既にロシアの占領を想定？次のページ
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「日常的に連絡を取っていれば、現地職員がどんな状況に置かれているかよくわかっ
ているはずだ。家族は引き裂かれ、地下室に避難を余儀なくされ、戦闘に参加する人
もいれば、住む場所を失った人もいる。子供たちは学校に行けず、まともな世話もさ
れず、トラウマで心身の健康を害している。この20日間というもの、私たちはみんな
夜もおちおち眠れない日々を送っている」

こうした状況下で、欧州の難民になれなどとはよく言えたものだ、と手紙は訴える。
「難民としての生活にどれほど多くの困難がつきまとうか、この人はそれすらわかっ
ていない」

また国務省スタッフはキエフの米大使館の再開にも公然と疑問を呈したという。「私
たちは全員、ウクライナ軍が敵に勝利して家に帰り、日常を取り戻し、仕事を再開で
きると信じているのに、（国務省の）スタッフはオンライン会議で『米大使館の仕事
が2021年12月のような状態に戻ることは2度とないだろう』と言った。とても辛く、
何を考えているのか理解に苦しむ。既にウクライナに見切りをつけているかのよう
だ」

アメリカの国益に反する

アメリカ外交官職員協会（AFSA）のエリック・ルービン会長によると、国務省はここ
数週間にウクライナ人職員に対し経済的な援助を多少増やしたが、十分と言うには程
遠いという。AFSAはアメリカの外交官の団体で、国務省から独立した立場で活動して
いる。

「これは倫理観と良識の問題でもある」が、アメリカの国益に関わる問題でもある
と、ルービンは言う。「いざというときこそあらゆる手を尽くす姿勢を示せなけれ
ば、われわれのために働いてくれる外国人はいなくなるだろう」
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これに対し国務省の広報担当は、ウクライナ人職員とは「定期的に」連絡を取り、
「この困難な時期に、皆を支えられるよう、法律が許す範囲内であらゆる選択肢を検
討している」と述べた。

また「通常業務かテレワークができない職員は、居場所に関わらず、有給の休職扱い
にし、必要な場合は給与の前払いなど追加的な支援」を行なっているとも付け加え
た。さらに、国務省に対するウクライナ人職員の懸念を共有するため「専用の通信チ
ャンネル」を設置したとも述べた。

前のページ    1  2  3    次のページ

国務省の不名誉な「お家芸」
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キエフの米大使館の警護に当たっていた元海兵隊員が設立したNPOマウンテン・シー
ド財団は、ウクライナ人職員とその家族を支援するため、クラウドファンディングの
「ゴーファンドミー」で2万5000ドルの資金集めを開始した。募金者の中には、元ウ
クライナ駐在の米大使で、現在はギリシャ大使を務めるジェフリー・ピアットの名前
もあったが、アテネの米大使館は今のところ問い合わせに回答していない。

ウクライナ人職員と連絡を取っている何人かのアメリカ人職員の話では、ウクライナ
人職員の中には比較的安全なウクライナ西部に避難した人や祖国防衛の戦いに参加し
ている人もいるが、ロシア軍がキエフを包囲し、陥落を目指す中、自身や家族がキエ
フに足止めされている人たちもいるという。

各国の米大使館で働くアメリカ人外交官の間では、国務省はいざという時に長く勤務
してきた現地職員をあっさり見捨てるという怒りの声は以前から聞かれていた。民間
人まで標的にするロシアの猛攻の最中でも同じことが繰り返されたとなると、国務省
への不信感は増す一方だ。

「何カ月も前からヨーロッパ中でロシアが侵攻するぞと警告して回りながら、いざと
なったら『緊急時対応のプランがありません』などと、よく平気で言えるものだ」
と、ある匿名の外交官はあきれ顔で言う。「正しいことをするチャンスを逃すのは、
国務省のお家芸らしい」

フォーリン・ポリシーは国務省にコメントを求めたが、返答はなかった。

国務省の対応には、外交官の間からも疑問の声が上がっている。ロシアによるウクラ
イナ侵攻の可能性を何カ月も前から警告していたのに、なぜ現地職員の避難を支援す
る計画が何もなかったのか。
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「キエフの米大使館の中庭には、大使館が所有していた数十台の車両が、ガソリン満
タンの状態で放置されていた。それなのになぜ、彼らは現地職員がキエフから避難す
るのを手助けしなかったのか」とルービンは言う。

「それについてのどんなお役所的な理由も、不十分だし不適切に思える」と、彼は言
う。「避難の支援をしなかったことは、もう済んだことで今更どうにもできないが、
これから正しいことをすることは可能だ」

アメリカは2021年秋以降、ロシアの軍備増強とウクライナ侵攻の可能性について、先
頭に立ってウクライナやヨーロッパの同盟諸国に警告してきた。1月には米国務省が、
一部の米外交官とその家族に対して、ウクライナ国外への退避を命令。ウクライナ外
務省はこれについて、ロシアによる侵攻がまだ決まったわけでもないのに、米政府が
パニックや不安を煽っていると非難したほど早かった。

アフガニスタンの教訓は

2月半ばまでには、ウクライナで職務にあたっていた米国務省の全職員が国外に避難
し、キエフの米大使館は閉鎖された。2021年8月にイスラム主義組織タリバンが予想
以上の速さでアフガニスタンの首都カブールを奪還したとき、首都カブールの米大使
館員は大使館屋上からヘリで脱出する失態を演じた。キエフから早々に退避したのは
その教訓だろうという解釈もある。

だが複数の米外交官によれば、ウクライナ人職員が直面する窮状を見れば、国務省が
アフガニスタンの教訓から何も学んでいないことは明らかだと指摘する。国務省はカ
ブールからの緊急退避のなかで大勢のアフガニスタン人職員を救いもしたが、一方で
何千人もの現地職員や通訳などの協力者が現地に取り残された（注：取り残されれ
ば、アメリカの協力者としてタリバン政権に殺される危険もあると彼らは訴えいたに
もかかわらず、だ）。

ルービンはウクライナとアフガニスタンの類似点を指摘して、「危機に備えた基本的
な緊急対策が必要だ」と述べた。「生死にかかわる状況で、現地職員のために何をす
べきなのか。そのことについての検討が、明らかに不足している」

From Foreign Policy Magazine

・慌てて大使館員を退き始めたバイデン政権をウクライナ外務省が批判
・＜カブール陥落＞米大使館の屋上からヘリで脱出する「サイゴン陥落」再び
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